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1.  平成22年3月期第2四半期の連結業績（平成21年4月1日～平成21年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年3月期第2四半期 35,182 △54.2 △230 ― △212 ― △434 ―

21年3月期第2四半期 76,801 ― 2,430 ― 2,561 ― 1,330 ―

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

22年3月期第2四半期 △8.33 ―

21年3月期第2四半期 24.11 24.05

総資産 純資産 自己資本比率 1株当たり純資産
百万円 百万円 ％ 円 銭

22年3月期第2四半期 55,912 21,329 37.6 403.58
21年3月期 64,066 21,694 33.4 410.63

（参考） 自己資本   22年3月期第2四半期  21,024百万円 21年3月期  21,393百万円

2.  配当の状況 

（注）配当予想の当四半期における修正の有無  有  
 

1株当たり配当金

第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計
円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年3月期 ― 7.50 ― 3.50 11.00
22年3月期 ― 2.00

22年3月期 
（予想）

― 3.00 5.00

3.  平成22年3月期の連結業績予想（平成21年4月1日～平成22年3月31日） 
（％表示は対前期増減率）

（注）連結業績予想数値の当四半期における修正の有無  有  
 

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期

純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 87,000 △31.6 750 △74.1 750 △75.7 150 △89.2 2.88
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4.  その他 

(1) 期中における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  無  

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  有  
(注)詳細は、４ページ【定性的情報・財務諸表等】４.その他をご参照ください。 

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更（四半期連結財務諸表作成のための基本となる重
要な事項等の変更に記載されるもの） 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料の業績予想は、本資料の発表日現在において想定できる経済情勢、市場動向などを前提として作成したものであり、今後の様々な要因により、予
想数値と異なる結果となる可能性があります。 
 なお、業績予想に関する事項は、３ページ【定性的情報・財務諸表等】３.連結業績予想に関する定性的情報をご参照ください。 

新規 ―社 （社名 ） 除外 ―社 （社名 ）

① 会計基準等の改正に伴う変更 無

② ①以外の変更 無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 22年3月期第2四半期 57,432,000株 21年3月期  57,432,000株

② 期末自己株式数 22年3月期第2四半期  5,335,527株 21年3月期  5,332,855株

③ 期中平均株式数（四半期連結累計期間） 22年3月期第2四半期 52,098,385株 21年3月期第2四半期 55,158,573株
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当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、米国発の金融危機による世界的な経済悪化の影響が
根強く、内外の景気対策や在庫調整の進展により輸出、生産の一部に回復の兆しが見え始めたものの、雇
用・所得環境の悪化による個人消費の落込み、企業収益の悪化や厳しい資金調達環境を背景に企業の設備
投資の低迷など、依然として厳しく先行き不透明な状況となっております。 
このような状況の中で、当社グループは、目標の達成に全力をあげて営業展開をはかってまいりました

が、未曾有の景気低迷により顧客企業の設備投資抑制が相次ぎ、大手石油化学会社向けや大手エンジニア
リング会社向けのプラント設備、電子・情報通信関連やプラスチックス関連など広範な納入先業種で受
注・売上とも低調に推移いたしました。その結果、当第２四半期連結累計期間の売上高は、前第２四半期
連結累計期間と比べて41,619百万円減の35,182百万円（前年同四半期比54.2％減）となりました。利益面
におきましては、営業損益は2,660百万円減少し230百万円の損失計上を余儀なくされました。また、経常
損益は2,774百万円減少し212百万円の損失、四半期純損益は1,764百万円減少し434百万円の損失となりま
した。 
  
事業の種類別セグメントの業績は、次のとおりであります。 
（機械関係事業） 

エネルギー開発生産・ガス石油精製・化学関連およびエンジニアリング・建設関連は、前年まで好
調であったプラント設備の受注・売上とも大幅に減少しました。半導体実装装置関連は、ＩＴおよび
デジタル機器の需要や車載関連機器の需要が激減したため、売上高は国内外ともに大幅に減少しまし
た。また、プラスチックス関連では、家電・自動車部品等の需要の激減により、射出成型機および周
辺機器の需要が国内外ともに低調でありました。その結果、売上高は40,351百万円減の33,329百万円
（前年同四半期比54.8％減）、営業損益は2,636百万円減少し277百万円の損失となりました。 

（材料関係事業） 
売上高は693百万円減の1,692百万円、営業利益は18百万円増の23百万円となりました。 

（その他の事業） 
売上高は573百万円減の160百万円、営業利益は43百万円減の23百万円となりました。 

  
  

当第２四半期連結会計期間末の総資産は、前連結会計年度末に比べ8,154百万円減少しました。これは
主に、売上の減少および売上債権の回収により売上債権が減少したことによるものであります。 
負債合計は、7,790百万円の減少となりました。これは主に、仕入債務や借入金の減少によるものであ

ります。 
純資産合計は、364百万円減少の21,329百万円となりました。これは主に、その他有価証券評価差額金

の増加があった一方で、四半期純損失434百万円の計上や配当金の支払いを行ったことによるものであり
ます。 
  
（キャッシュ・フローの状況） 
当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、前連結会計年度末に比べ1,520百万円減

少し、10,833百万円となりました。 
営業活動によるキャッシュ・フローは、売上債権の減少があったものの、税金等調整前四半期純損失

222百万円に加えて、前渡金の増加、仕入債務の減少などがあったため、2,594百万円の減少（前年同四半
期比7,346百万円減）となりました。 
投資活動によるキャッシュ・フローは、有価証券の売却収入があったことなどにより2,504百万円の増

加（前年同四半期比2,985百万円増）となりました。 
財務活動によるキャッシュ・フローは、短期借入金の返済や配当金の支払いを行ったことなどにより

1,472百万円の減少（前年同四半期比454百万円増）となりました。 
  

  

  
当社グループを取り巻く環境は、依然として厳しく先行き不透明な状況となっております。 
このような状況の中で、当第２四半期累計期間の売上高は、前回公表の業績予想との比較で連結・単体

とも約１割減少し、前年同期との比較では半減する結果となりました。利益面につきましては、単体決算
においては予想値をほぼ達成したものの、連結決算においては営業利益、経常利益、四半期純利益とも予
想値を約２億円下回る結果となりました。 

・定性的情報・財務諸表等

1. 連結経営成績に関する定性的情報

2. 連結財政状態に関する定性的情報

3. 連結業績予想に関する定性的情報
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今後につきましては依然として予断を許さない状況にありますが、一部に企業収益の回復がみられるな
ど明るい材料も見受けられますことから、平成22年３月期通期での売上高は連結・単体とも前年との比較
で、７割弱となる見込みです。利益面につきましては、前回公表値を若干下回る水準を予想しておりま
す。 
  

 
  
  

連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動はありません。 
 なお、平成21年６月にアジア地域における営業活動拡大のため、PT.DJK INDONESIAをインドネシア
に設立し、連結の範囲に含めております。また、第一実業(広州)貿易有限公司は、重要性が増したた
め、新たに連結の範囲に含めております。 

  
  

  
① 簡便な会計処理 
１）たな卸資産の評価方法 

当第２四半期連結会計期間末のたな卸高の算出については、実地たな卸を省略し、前連結会
計年度末の実地たな卸高を基礎とした合理的な方法によっております。 

２）固定資産の減価償却の算定方法 
定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分して

算定する方法によっております。 
３）一般債権の貸倒見積高の算定方法 

一般債権の貸倒見積高については、貸倒実績率等が前連結会計年度末に算定したものと著し
い変化がないと認められる場合に、前連結会計年度において算定した貸倒実績率等の合理的な
基準を使用して算定する方法によっております。 

  
② 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理 

該当事項はありません。 
  
  

該当事項はありません。 

連結業績 （単位：百万円）

前回予想（平成21年７月30日公表） 今回予想

第２四半期予想 通期予想 第２四半期実績 通期予想

 売上高 40,000 89,000 35,182 87,000

 営業利益 0 800 △230 750

 経常利益 0 900 △212 750

 当期純利益 △200 300 △434 150

単体業績 （単位：百万円）

前回予想（平成21年７月30日公表） 今回予想

第２四半期予想 通期予想 第２四半期実績 通期予想

 売上高 35,000 80,000 31,899 78,000

 営業利益 200 1,100 202 1,000

 経常利益 300 1,300 316 1,200

 当期純利益 100 700 74 600

4. その他

(1) 期中における重要な子会社の異動(連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動)

(2) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用

(3) 四半期連結財務諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更
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5.【四半期連結財務諸表】 
(1)【四半期連結貸借対照表】 

（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 11,168 12,337

受取手形及び売掛金 23,151 30,008

有価証券 － 3,000

商品及び製品 2,803 2,175

仕掛品 998 1,154

原材料及び貯蔵品 388 403

前渡金 8,052 4,535

繰延税金資産 226 282

その他 1,885 3,090

貸倒引当金 △47 △27

流動資産合計 48,628 56,959

固定資産   

有形固定資産 1,755 1,665

無形固定資産 161 200

投資その他の資産   

投資有価証券 4,527 4,163

その他 1,272 1,336

貸倒引当金 △431 △258

投資その他の資産合計 5,367 5,240

固定資産合計 7,284 7,107

資産合計 55,912 64,066

負債の部   

流動負債   

支払手形及び買掛金 19,299 24,490

短期借入金 3,885 5,105

未払法人税等 26 226

前受金 9,737 10,744

引当金 372 483

その他 404 446

流動負債合計 33,725 41,496

固定負債   

長期借入金 379 455

繰延税金負債 30 2

引当金 438 410

その他 8 7

固定負債合計 857 876

負債合計 34,582 42,372
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（単位：百万円）

当第２四半期連結会計期間末
(平成21年９月30日) 

前連結会計年度末に係る 
要約連結貸借対照表 
(平成21年３月31日) 

純資産の部   

株主資本   

資本金 5,105 5,105

資本剰余金 3,790 3,791

利益剰余金 14,393 14,985

自己株式 △2,225 △2,225

株主資本合計 21,063 21,656

評価・換算差額等   

その他有価証券評価差額金 231 51

繰延ヘッジ損益 0 △8

為替換算調整勘定 △270 △306

評価・換算差額等合計 △38 △263

新株予約権 5 －

少数株主持分 299 300

純資産合計 21,329 21,694

負債純資産合計 55,912 64,066
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(2)【四半期連結損益計算書】 
【第２四半期連結累計期間】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

売上高 76,801 35,182

売上原価 68,304 30,380

売上総利益 8,496 4,802

販売費及び一般管理費 6,066 5,032

営業利益又は営業損失（△） 2,430 △230

営業外収益   

受取利息 45 23

受取配当金 59 58

仕入割引 165 28

その他 21 18

営業外収益合計 291 127

営業外費用   

支払利息 40 15

為替差損 － 34

支払手数料 36 35

その他 83 25

営業外費用合計 160 110

経常利益又は経常損失（△） 2,561 △212

特別利益   

貸倒引当金戻入額 2 －

固定資産売却益 2 3

特別利益合計 4 3

特別損失   

固定資産除却損 － 3

投資有価証券評価損 61 －

貸倒引当金繰入額 － 4

その他 6 6

特別損失合計 68 14

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半期
純損失（△）

2,497 △222

法人税、住民税及び事業税 1,075 20

法人税等調整額 61 182

法人税等合計 1,136 203

少数株主利益 30 7

四半期純利益又は四半期純損失（△） 1,330 △434

第一実業㈱（8059）平成22年３月期　第２四半期決算短信

－7－



(3)【四半期連結キャッシュ・フロー計算書】 

（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益又は税金等調整前四半
期純損失（△）

2,497 △222

減価償却費 111 157

株式報酬費用 － 5

のれん償却額 52 52

貸倒引当金の増減額（△は減少） △3 194

引当金の増減額（△は減少） △47 △82

受取利息及び受取配当金 △104 △81

支払利息 40 15

固定資産除売却損益（△は益） 1 △0

投資有価証券評価損益（△は益） 61 －

売上債権の増減額（△は増加） 2,531 6,741

前渡金の増減額（△は増加） 5,959 △3,548

たな卸資産の増減額（△は増加） 1,940 △451

その他の流動資産の増減額（△は増加） 827 1,196

仕入債務の増減額（△は減少） △3,545 △5,217

前受金の増減額（△は減少） △4,601 △976

その他の流動負債の増減額（△は減少） △135 △42

賃貸資産の取得による支出 △64 △147

その他 416 △32

小計 5,939 △2,440

利息及び配当金の受取額 98 91

利息の支払額 △64 △15

法人税等の支払額 △1,221 △229

営業活動によるキャッシュ・フロー 4,752 △2,594

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の純増減額（△は増加） △188 △291

有価証券の売却による収入 － 3,000

有形固定資産の取得による支出 △68 △51

有形固定資産の売却による収入 5 7

無形固定資産の取得による支出 △20 △26

投資有価証券の取得による支出 △205 △116

貸付けによる支出 － △37

貸付金の回収による収入 － 17

会員権の売却による収入 － 6

その他 △4 △3

投資活動によるキャッシュ・フロー △481 2,504
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（単位：百万円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成20年４月１日 
 至 平成20年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成21年４月１日 
 至 平成21年９月30日) 

財務活動によるキャッシュ・フロー   

短期借入金の純増減額（△は減少） 595 △1,209

長期借入金の返済による支出 △75 △75

自己株式の取得による支出 △1,806 △3

自己株式の売却による収入 5 1

配当金の支払額 △646 △184

その他 － △1

財務活動によるキャッシュ・フロー △1,926 △1,472

現金及び現金同等物に係る換算差額 △33 42

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） 2,310 △1,520

現金及び現金同等物の期首残高 7,575 12,282

新規連結に伴う現金及び現金同等物の増加額 － 72

現金及び現金同等物の四半期末残高 9,886 10,833
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当第２四半期連結会計期間（自 平成21年７月１日 至 平成21年９月30日） 

該当事項はありません。 

  

  

①事業の種類別セグメント情報 

 

 
  
注１.事業区分の方法 

当社および連結子会社は、国内および海外において各種機械・装置に関連する事業を行
っております。事業区分の方法は、商品の種類によって機械関係事業とこれに附帯する材
料関係事業およびその他の事業とにセグメンテーションしております。 

  
 ２.事業区分の主要商品 

(1) 機械関係事業     各種機械・器具・部品およびこれらの修理・保守・点検 
(2) 材料関係事業     各種管材・管機材・金属材料・プラスチック原料、化学品 
(3) その他の事業     各種機器・不動産の賃貸、不動産の仲介、保険代理業、その他 

   

 

 
  
注１.事業区分の方法 

当社および連結子会社は、国内および海外において各種機械・装置に関連する事業を行
っております。事業区分の方法は、商品の種類によって機械関係事業とこれに附帯する材
料関係事業およびその他の事業とにセグメンテーションしております。 

  
 ２.事業区分の主要商品 

(1) 機械関係事業     各種機械・器具・部品およびこれらの修理・保守・点検 
(2) 材料関係事業     各種管材・管機材・金属材料・プラスチック原料、化学品 
(3) その他の事業     各種機器・不動産の賃貸、不動産の仲介、保険代理業、その他 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） （単位：百万円）

機械関係 材料関係 その他の
計

消  去
連  結事    業 事    業 事    業 又は全社

売上高

(1)外部顧客に対する 
  売上高 73,680 2,385 734 76,801 ― 76,801

(2)セグメント間の 
   内部売上高又は振替高 ― ― ― ― ― ―

営業利益 2,358 4 66 2,430 ― 2,430

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） （単位：百万円）

機械関係 材料関係 その他の
計

消  去
連  結事    業 事    業 事    業 又は全社

売上高

(1)外部顧客に対する 
   売上高 33,329 1,692 160 35,182 ― 35,182

(2)セグメント間の 
   内部売上高又は振替高 ― ― ― ― ― ―

営業利益又は営業損失(△) △277 23 23 △230 ― △230
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②所在地別セグメント情報 

 

 
  
注１.国または地域の区分は、地理的近接度によっております。 

  
 ２.本邦以外の区分に属する主な国または地域 

(1) アジア           シンガポール、タイ、マレーシア、フィリピン、中国 
(2) その他の地域     アメリカ合衆国、ヨーロッパ 

  
  

 

 
  
注１.国または地域の区分は、地理的近接度によっております。 

  
 ２.本邦以外の区分に属する主な国または地域 

(1) アジア           シンガポール、タイ、マレーシア、フィリピン、インドネシア、 
中国、韓国 

(2) その他の地域     アメリカ合衆国、ヨーロッパ 
  
  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） （単位：百万円）

日  本 ア ジ ア
その他の

計
消    去

連    結地    域 又は全社

売上高

(1)外部顧客に対する 
   売上高 68,814 4,697 3,289 76,801 ― 76,801

(2)セグメント間の 
   内部売上高又は振替高 2,935 1,350 565 4,852 (4,852) ―

     計 71,749 6,048 3,855 81,653 (4,852) 76,801

営業利益  1,942 386 94 2,423 7 2,430

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） （単位：百万円）

日  本 ア ジ ア
その他の

計
消    去

連    結地    域 又は全社

売上高

(1)外部顧客に対する 
   売上高 31,220 2,736 1,225 35,182 ― 35,182

(2)セグメント間の 
   内部売上高又は振替高 1,361 612 807 2,781 (2,781) ―

     計 32,581 3,349 2,033 37,964 (2,781) 35,182

営業損失(△)  △11 △97 △92 △201 (28) △230
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③海外売上高 

 

 
  
注１.海外売上高は、当社および連結子会社の日本以外の国または地域における売上高でありま

す。 
  

 ２.国または地域の区分は、地理的近接度によっております。 
  

 ３.各区分に属する主な国または地域 
(1) アジア           中国、シンガポール、タイ、韓国、ベトナム、カタール 
(2) ヨーロッパ       スロバキア、ハンガリー、チェコ、ポーランド、イギリス 
(3) アメリカ         アメリカ合衆国、メキシコ、カナダ 
(4) その他の地域     ブラジル、アルジェリア、オーストラリア 

  

 

 
  
注１.海外売上高は、当社および連結子会社の日本以外の国または地域における売上高でありま

す。 
  

 ２.国または地域の区分は、地理的近接度によっております。 
  

 ３.各区分に属する主な国または地域 
(1) アジア           中国、タイ、韓国、インドネシア、フィリピン、シンガポール 
(2) ヨーロッパ       スロバキア、オランダ、ベルギー、ポーランド、イギリス 
(3) アメリカ         アメリカ合衆国、メキシコ 
(4) その他の地域     ブラジル 

  

  

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） 

 該当事項はありません。 
  

前第２四半期連結累計期間（自 平成20年４月１日 至 平成20年９月30日） （単位：百万円）

ア ジ ア ヨーロッパ ア メ リ カ その他の地域 計

 Ⅰ  海外売上高 27,337 1,407 2,363 1,160 32,269

 Ⅱ  連結売上高 ― ― ― ― 76,801

 Ⅲ  連結売上高に占める 
     海外売上高の割合(％) 35.6 1.8 3.1 1.5 42.0

当第２四半期連結累計期間（自 平成21年４月１日 至 平成21年９月30日） （単位：百万円）

ア ジ ア ヨーロッパ ア メ リ カ その他の地域 計

 Ⅰ  海外売上高 7,339 1,182 792 398 9,713

 Ⅱ  連結売上高 ― ― ― ― 35,182

 Ⅲ  連結売上高に占める 
     海外売上高の割合(％) 20.9 3.4 2.2 1.1 27.6

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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